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(57)【要約】
【課題】携帯電話などの携帯端末へ画像データを送信す
るときであっても、ユーザのストレスを軽減でき、利便
性を高めることができるスキャン画像送信装置およびス
キャン画像送信システムを提供すること。
【解決手段】ＭＦＰ１０は、外部サーバ２０と、携帯電
話３０とそれぞれ通信可能になっている。また、ＭＦＰ
１０は、ＨＤＤ１２を備える。ＭＦＰ１０は、原稿をス
キャンし、実画像データとともに上記実画像データより
もサイズが小さいサムネイル画像データを生成する。そ
して、ＭＦＰ１０は、上記サムネイル画像データおよび
外部サーバ２０における上記実画像データを格納する場
所についての情報であるＵＲＬを携帯電話３０へ送信し
、上記実画像データを上記場所へ送信する。また、上記
実画像データおよび上記サムネイル画像データをＨＤＤ
１２に格納する。上記送信が完了すると、ＭＦＰ１０は
、送信が完了した旨の通知を携帯電話３０へ送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを格納し得る外部サーバと、ユーザによる入力を受け付けるユーザ入力部および
データを表示する表示部を備えた携帯端末とそれぞれ通信可能なスキャン画像送信装置で
あって、
　原稿をスキャンして実画像データを生成すると共に、上記実画像データよりもサイズが
小さいサムネイル画像データを生成する画像生成部と、
　上記実画像データと上記サムネイル画像データとを格納する記憶部と、
　上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像データに関連した
関連情報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを上記外部サーバへ送信
する制御を行う第１の制御部と
を備え、
　上記関連情報は、上記外部サーバにおける上記実画像データを格納する場所についての
情報を含むことを特徴とするスキャン画像送信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のスキャン画像送信装置において、
　上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記スキャン画像送信装置から上記
携帯端末への上記実画像データの送信を完了するのにかかる送信所要時間を計算する実画
像送信時間計算部を備え、
　上記関連情報は、上記送信所要時間を含むことを特徴とするスキャン画像送信装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のスキャン画像送信装置において、
　上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記実画像送信時間計算部は、上記
実画像データの上記携帯端末への送信中に、この送信が完了するまでの残りの送信所要時
間を計算し、上記第１の制御部は、上記送信所要時間として上記残りの送信所要時間を上
記携帯端末へリアルタイムで送信する制御を行うことを特徴とするスキャン画像送信装置
。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか一つに記載のスキャン画像送信装置において、
　上記記憶部または上記外部サーバへの上記実画像データの格納が完了すると、上記第１
の制御部は、上記実画像データの送信が完了した旨の通知を上記携帯端末へ送信する制御
を行うことを特徴とするスキャン画像送信装置。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか一つに記載のスキャン画像送信装置において、
　上記実画像データの上記外部サーバへの送信中にエラーが発生したとき、上記エラーが
発生して、上記実画像データを上記記憶部に格納した旨の通知と、上記記憶部における上
記実画像データを格納した場所についての情報とを上記携帯端末へ送信する制御を行う第
２の制御部を備えたことを特徴とするスキャン画像送信装置。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか一つに記載のスキャン画像送信装置において、
　上記原稿をスキャンしたとき、上記画像生成部に、上記実画像データの生成よりも上記
サムネイル画像データの生成を優先させる制御を行う第３の制御部を備えたことを特徴と
するスキャン画像送信装置。
【請求項７】
　データを格納し得る外部サーバと、
　ユーザによる入力を受け付けるユーザ入力部およびデータを表示する表示部を備えた携
帯端末と、
　上記外部サーバと、上記携帯端末とそれぞれ通信可能なスキャン画像送信装置と
を備え、
　上記スキャン画像送信装置は、
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　原稿をスキャンして実画像データを生成すると共に、上記実画像データよりもサイズが
小さいサムネイル画像データを生成する画像生成部と、
　上記実画像データと上記サムネイル画像データとを格納する記憶部と、
　上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像データに関連した
関連情報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを上記外部サーバへ送信
する制御を行う第１の制御部と
を備え、
　上記関連情報は、上記外部サーバにおける上記実画像データを格納する場所についての
情報を含むことを特徴とするスキャン画像送信システム。
【請求項８】
　請求項７に記載のスキャン画像送信システムにおいて、
　上記スキャン画像送信装置は、上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記
携帯端末への上記実画像データの送信を完了するのにかかる送信所要時間を計算する実画
像送信時間計算部を備え、
　上記関連情報は、上記送信所要時間を含み、
　上記携帯端末が上記スキャン画像送信装置から上記第１の制御部による制御によって、
上記サムネイル画像データと上記関連情報とを受信したとき、上記携帯端末の表示部には
、上記サムネイル画像データと、上記送信所要時間と、上記実画像データを上記スキャン
画像送信装置から受信するかどうかの選択を行うための実画像受信選択キーとが表示され
ることを特徴とするスキャン画像送信システム。
【請求項９】
　請求項７に記載のスキャン画像送信システムにおいて、
　上記携帯端末は、上記ユーザ入力部を通して、上記サムネイル画像データを添付した電
子メールを他の端末へ送信する旨の指示を受けたとき、上記外部サーバから、上記サムネ
イル画像データに対応する実画像データを取得して、上記電子メールに上記実画像データ
を添付して送信するようになっていることを特徴とするスキャン画像送信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿をスキャンして取得した画像データを外部サーバや携帯端末へ送信する
スキャン画像送信装置に関する。
【０００２】
　また、本発明は、そのようなスキャン画像送信装置、外部サーバ、携帯端末を互いに通
信可能に備えたスキャン画像送信システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来、いわゆるＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）とし
ては、スキャンして取得した画像データを蓄積し、さらに上記画像データからサムネイル
画像データや上記画像データに関連した関連情報を作成して、パーソナルコンピュータ（
以下「ＰＣ」という。）や携帯電話等へネットワークを介して送信するものがある。ここ
で、それらのサムネイル画像データや関連情報を受信したＰＣや携帯電話等は、表示画面
にサムネイル画像データを表示し、このサムネイル画像データに基づいて、上記ＭＦＰに
対して、画像データの出力形態の指示を行う。そして、上記ＭＦＰはＰＣや携帯電話等か
ら指示された出力形態で蓄積された画像データを出力する（特許文献１：特開２００５－
６４８５８号公報、図６）。
【０００４】
　しかしながら、上記従来のＭＦＰでは、上記画像データは常に上記ＭＦＰから送信され
ようになっているため、上記ＭＦＰからＰＣや携帯電話等にブルートゥース（登録商標）
等の一般的な近距離無線通信によって画像データを送信するとき、この画像データのサイ
ズが大きければ、上記画像データの送信に要する時間は長くなる。さらに、上記携帯端末
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に上記画像データを送信するために、上記画像形成装置の近く、すなわち上記画像形成装
置と近距離無線通信が可能な範囲内に、上記携帯端末を持ったユーザが長時間留まる必要
があるので、ユーザにストレスを感じさせるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－６４８５８号公報、図６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、携帯電話などの携帯端末へ画像データを送信するときであっ
ても、ユーザのストレスを軽減でき、利便性を高めることができるスキャン画像送信装置
を提供することにある。
【０００７】
　また、本発明の課題は、そのようなスキャン画像送信装置、外部サーバ、携帯端末を互
いに通信可能に備えたスキャン画像送信システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明のスキャン画像送信装置は、
　データを格納し得る外部サーバと、ユーザによる入力を受け付けるユーザ入力部および
データを表示する表示部を備えた携帯端末とそれぞれ通信可能なスキャン画像送信装置で
あって、
　原稿をスキャンして実画像データを生成すると共に、上記実画像データよりもサイズが
小さいサムネイル画像データを生成する画像生成部と、
　上記実画像データと上記サムネイル画像データとを格納する記憶部と、
　上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像データに関連した
関連情報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを上記外部サーバへ送信
する制御を行う第１の制御部と
を備え、
　上記関連情報は、上記外部サーバにおける上記実画像データを格納する場所についての
情報を含むことを特徴としている。
【０００９】
　本発明のスキャン画像送信装置では、画像生成部が、原稿をスキャンして実画像データ
を生成するとともに、上記実画像データよりもサイズが小さいサムネイル画像データを生
成する。そして、このスキャン画像送信装置は、第１の制御部による制御によって、上記
実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像データに関連した関連情
報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを上記外部サーバへ送信する。
上記携帯端末では、表示部に上記サムネイル画像データが表示される。したがって、上記
携帯端末を持ったユーザは、上記表示部に表示された上記サムネイル画像データを見て、
上記スキャンの結果を素早く確認できる。
【００１０】
　また、上記スキャン画像送信装置の記憶部には、上記実画像データと上記サムネイル画
像データとが格納される。上記携帯端末を持ったユーザが上記記憶部から上記実画像デー
タが上記携帯端末へ直接送信されることを望む場合、上記携帯端末からユーザ入力部を介
して、その旨の指示があれば、上記スキャン画像送信装置は、上記実画像データを上記記
憶部から上記携帯端末へ送信できる。また、上記関連情報は、上記外部サーバにおける上
記実画像データを格納する場所についての情報を含む。
【００１１】
　したがって、上記携帯端末を持ったユーザが上記外部サーバから上記実画像データが上
記携帯端末へ送信されることを望む場合、上記携帯端末からユーザ入力部を介してその旨
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の指示があれば、上記外部サーバは、上記実画像データを上記携帯端末へ送信できる。
【００１２】
　このように、上記携帯端末を持ったユーザは、上記携帯端末に送信された上記サムネイ
ル画像データに基づいて、上記記憶部または上記外部サーバのどちらか都合のよい方を選
択して、この選択された上記記憶部または上記外部サーバから上記実画像データを上記携
帯端末へ送信させることができる。したがって、ユーザのストレスを軽減でき、利便性を
高めることができる。
【００１３】
　なお、このスキャン画像送信装置では、上記スキャン画像送信装置から上記外部サーバ
への上記実画像データの送信中にエラーが発生しても、上記実画像データは上記記憶部に
格納される。したがって、上記エラーが発生しても、上記スキャンをやり直す必要がない
。また、上記実画像データは失われることがないので、上記スキャン画像送信装置の信頼
性を高めることができる。
【００１４】
　一実施形態のスキャン画像送信装置では、
　上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記スキャン画像送信装置から上記
携帯端末への上記実画像データの送信を完了するのにかかる送信所要時間を計算する実画
像送信時間計算部を備え、
　上記関連情報は、上記送信所要時間を含むことを特徴としている。
【００１５】
　このスキャン画像送信装置では、上記スキャン画像送信装置から上記携帯端末へ上記実
画像データの送信を完了するのにかかる送信所要時間が、上記関連情報として上記携帯端
末へ送信される。このため、上記携帯端末を持ったユーザは、上記送信所要時間に基づい
て、上記実画像データを、上記記憶部または上記外部サーバのどちらか都合のよい方を選
択できる。したがって、さらにユーザの利便性を高めることができる。
【００１６】
　一実施形態のスキャン画像送信装置では、
　上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記実画像送信時間計算部は、上記
実画像データの上記携帯端末への送信中に、この送信が完了するまでの残りの送信所要時
間を計算し、上記第１の制御部は、上記送信所要時間として上記残りの送信所要時間を上
記携帯端末へリアルタイムで送信する制御を行うことを特徴としている。
【００１７】
　このスキャン画像送信装置では、上記実画像データの上記携帯端末への送信中に、この
送信が完了するまでの残りの送信所要時間が、上記携帯端末へリアルタイムで送信される
。したがって、上記携帯端末を持ったユーザは、上記送信が完了するまでの残りの送信所
要時間を知ることができる。したがって、ユーザのストレスをさらに軽減でき、さらに利
便性を高めることができる。
【００１８】
　一実施形態のスキャン画像送信装置では、
　上記記憶部または上記外部サーバへの上記実画像データの格納が完了すると、上記第１
の制御部は、上記実画像データの送信が完了した旨の通知を上記携帯端末へ送信する制御
を行うことを特徴としている。
【００１９】
　このスキャン画像送信装置では、上記記憶部または上記外部サーバへの上記実画像デー
タの格納が完了すると、上記実画像データの送信が完了した旨の通知が上記携帯端末へ送
信される。したがって、上記実画像データが上記記憶部または上記外部サーバに格納され
たかどうかを確認する必要が無くなる。この結果、さらにユーザの利便性を高めることが
できる。
【００２０】
　一実施形態のスキャン画像送信装置では、
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　上記実画像データの上記外部サーバへの送信中にエラーが発生したとき、上記エラーが
発生して、上記実画像データを上記記憶部に格納した旨の通知と、上記記憶部における上
記実画像データを格納する場所についての情報とを上記携帯端末へ送信する制御を行う第
２の制御部を備えたことを特徴としている。
【００２１】
　このスキャン画像送信装置では、上記実画像データの上記外部サーバへの送信中にエラ
ーが発生したとき、第２の制御部は、上記エラーが発生して、上記実画像データを上記記
憶部に格納した旨の通知と、上記記憶部における上記実画像データを格納する場所につい
ての情報とを上記携帯端末へ送信する制御を行う。したがって、上記エラーが発生しても
、上記携帯端末を持ったユーザは、上記記憶部における上記実画像データを格納する場所
についての情報に基づいて、上記実画像データを上記記憶部から上記携帯端末へ送信させ
ることができる。この結果、さらにユーザの利便性を高めることができる。
【００２２】
　一実施形態のスキャン画像送信装置では、
　上記原稿をスキャンしたとき、上記画像生成部に、上記実画像データの生成よりも上記
サムネイル画像データの生成を優先させる制御を行う第３の制御部を備えたことを特徴と
している。
【００２３】
　このスキャン画像送信装置では、上記第３の制御部による制御によって、上記画像生成
部は、上記サムネイル画像データを上記実画像データよりも早く生成する。したがって、
上記サムネイル画像データは、上記関連情報とともに、迅速に上記携帯端末へ送信されう
る。この結果、ユーザの待ち時間を減らすことができ、さらにユーザの利便性を高めるこ
とができる。
【００２４】
　本発明のスキャン画像送信システムは、
　データを格納し得る外部サーバと、
　ユーザによる入力を受け付けるユーザ入力部およびデータを表示する表示部を備えた携
帯端末と、
　上記外部サーバと、上記携帯端末とそれぞれ通信可能なスキャン画像送信装置と
を備え、
　上記スキャン画像送信装置は、
　原稿をスキャンして実画像データを生成すると共に、上記実画像データよりもサイズが
小さいサムネイル画像データを生成する画像生成部と、
　上記実画像データと上記サムネイル画像データとを格納する記憶部と、
　上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像データに関連した
関連情報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを上記外部サーバへ送信
する制御を行う第１の制御部と
を備え、
　上記関連情報は、上記外部サーバにおける上記実画像データを格納する場所についての
情報を含むことを特徴としている。
【００２５】
　本発明のスキャン画像送信システムでは、スキャン画像送信装置の画像生成部が、原稿
をスキャンして実画像データを生成するとともに、上記実画像データよりもサイズが小さ
いサムネイル画像データを生成する。そして、このスキャン画像送信装置は、第１の制御
部による制御によって、上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実
画像データに関連した関連情報とを上記携帯端末へ送信すると共に、上記実画像データを
上記外部サーバへ送信する。上記携帯端末では、表示部に上記サムネイル画像データが表
示される。したがって、上記携帯端末を持ったユーザは、上記表示部に表示された上記サ
ムネイル画像データを見て、上記スキャンの結果を素早く確認できる。
【００２６】
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　また、上記スキャン画像送信装置の記憶部には、上記実画像データと上記サムネイル画
像データとが格納される。上記携帯端末を持ったユーザが上記記憶部から上記実画像デー
タが上記携帯端末へ直接送信されることを望む場合、上記携帯端末からユーザ入力部を介
して、その旨の指示があれば、上記スキャン画像送信装置は、上記実画像データを上記記
憶部から上記携帯端末へ送信できる。また、上記関連情報は、上記外部サーバにおける上
記実画像データを格納する場所についての情報を含む。
【００２７】
　したがって、上記携帯端末を持ったユーザが上記外部サーバから上記実画像データが上
記携帯端末へ送信されることを望む場合、上記携帯端末からユーザ入力部を介してその旨
の指示があれば、上記外部サーバは、上記実画像データを上記携帯端末へ送信できる。
【００２８】
　このように、上記携帯端末を持ったユーザは、上記携帯端末に送信された上記サムネイ
ル画像データに基づいて、上記記憶部または上記外部サーバのどちらか都合のよい方を選
択して、この選択された上記記憶部または上記外部サーバから上記実画像データを上記携
帯端末へ送信させることができる。したがって、ユーザのストレスを軽減でき、利便性を
高めることができる。
【００２９】
　なお、このスキャン画像送信装置では、上記スキャン画像送信装置から上記外部サーバ
への上記実画像データの送信中にエラーが発生しても、上記実画像データは上記記憶部に
格納される。したがって、上記エラーが発生しても、上記スキャンをやり直す必要がない
。また、上記実画像データは失われることがないので、上記スキャン画像送信装置の信頼
性を高めることができる。
【００３０】
　一実施形態のスキャン画像送信システムでは、
　上記スキャン画像送信装置は、上記実画像データを上記携帯端末へ送信するとき、上記
携帯端末への上記実画像データの送信を完了するのにかかる送信所要時間を計算する実画
像送信時間計算部を備え、
　上記関連情報は、上記送信所要時間を含み、
　上記携帯端末が上記スキャン画像送信装置から上記第１の制御部による制御によって、
上記サムネイル画像データと上記関連情報とを受信したとき、上記携帯端末の表示部には
、上記サムネイル画像データと、上記送信所要時間と、上記実画像データを上記スキャン
画像送信装置から受信するかどうかの選択を行うための実画像受信選択キーとが表示され
ることを特徴としている。
【００３１】
　このスキャン画像送信システムでは、上記携帯端末が上記スキャン画像送信装置から上
記第１の制御部による制御によって、上記サムネイル画像データと上記関連情報とを受信
したとき、上記携帯端末の表示部には、上記サムネイル画像データと、上記送信所要時間
と、上記実画像データを上記スキャン画像送信装置から受信するかどうかの選択を行うた
めの実画像受信選択キーとが表示される。このため、上記携帯端末を持ったユーザは、上
記サムネイル画像データおよび上記送信所要時間に基づいて、上記実画像データを上記ス
キャン画像送信装置から上記携帯端末へ送信させるか、上記実画像データを上記外部サー
バへ送信させた後に上記外部サーバから上記携帯端末へ送信させるかを選択できる。また
、この選択を上記携帯端末から上記スキャン画像送信装置へ指示できる。
【００３２】
　このように、ユーザは、状況に応じて、上記実画像データを上記スキャン画像送信装置
または上記外部サーバから上記携帯端末へ送信させることができる。したがって、ユーザ
のストレスを軽減でき、利便性を高めることができる。また、上記携帯端末に必要な記憶
容量を減らすことができる。
【００３３】
　一実施形態のスキャン画像送信システムでは、
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　上記携帯端末は、上記ユーザ入力部を通して、上記サムネイル画像データを添付した電
子メールを他の端末へ送信する旨の指示を受けたとき、上記外部サーバから、上記サムネ
イル画像データに対応する実画像データを取得して、上記電子メールに上記実画像データ
を添付して送信するようになっていることを特徴としている。
【００３４】
　このスキャン画像送信システムでは、上記携帯端末は、上記ユーザ入力部を通して、上
記サムネイル画像データを添付した電子メールを他の端末へ送信する旨の指示を受けたと
き、上記外部サーバから、上記サムネイル画像データに対応する実画像データを取得して
、上記電子メールに上記実画像データを添付して送信するようになっている。したがって
、ユーザのストレスをさらに軽減でき、さらに利便性を高めることができる。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明のスキャン画像送信装置によれば、上記携帯端末を持ったユーザは、上記携帯端
末に送信された上記サムネイル画像データに基づいて、上記記憶部または上記外部サーバ
のどちらか都合のよい方を選択して、この選択された上記記憶部または上記外部サーバか
ら上記実画像データを上記携帯端末へ送信させることができる。したがって、ユーザのス
トレスを軽減でき、利便性を高めることができる。
【００３６】
　また、本発明のスキャン画像送信システムによれば、上記携帯端末を持ったユーザは、
上記携帯端末に送信された上記サムネイル画像データに基づいて、上記記憶部または上記
外部サーバのどちらか都合のよい方を選択して、この選択された上記記憶部または上記外
部サーバから上記実画像データを上記携帯端末へ送信させることができる。したがって、
ユーザのストレスを軽減でき、利便性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明のスキャン画像送信装置の一実施形態であるＭＦＰを備えた第１実施形態
のスキャン画像送信システムの概略構成図である。
【図２】本発明のシステム構成についてのブロック図である。
【図３】上記第１実施形態のＭＦＰのジョブ管理部による制御のフローチャートである。
【図４】上記第１実施形態の携帯電話の動作フローチャートである。
【図５】本発明の第２実施形態のスキャン画像送信システムの概略構成図である。
【図６】上記第２実施形態のＭＦＰのジョブ管理部による制御のフローチャートである。
【図７Ａ】上記第２実施形態の携帯電話の表示部の一例である。
【図７Ｂ】上記第２実施形態の携帯電話の表示部の一例である。
【図８】本発明の第３実施形態のスキャン画像送信システムの概略構成図である。
【図９】上記第３実施形態の携帯電話の表示部の一例である。
【図１０】上記第３実施形態のＭＦＰのジョブ管理部による制御のフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明を図示の実施形態により詳細に説明する。
【００３９】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明のスキャン画像送信装置の一実施形態であるＭＦＰ１０を備えたスキャ
ン画像送信システムの概略構成を示している。
【００４０】
　このスキャン画像送信システムは、ＭＦＰ１０に加えて、データを格納し得る外部サー
バ２０と携帯端末としての携帯電話３０とを備えている。これらのＭＦＰ１０、外部サー
バ２０、携帯電話３０は、図示しないイーサネット（登録商標）によって図中の実線矢印
で示される通信経路で通信可能になっている。また、携帯電話３０は、他の端末４０とも
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イーサネットにより通信可能となっている。さらに、ＭＦＰ１０と携帯電話３０とは、図
示しないブルートゥース（登録商標）によって図中の破線矢印で示される通信経路で通信
可能となっている。
【００４１】
　図２に示すように、ＭＦＰ１０は、画像生成部１１と、記憶部としてのＨＤＤ（Ｈａｒ
ｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）１２と、外部通信部１３と、実画像送信時間計算部１４と、
ジョブ管理部１５と、パネル部１６と、スキャナ制御部１７とを備えている。
【００４２】
　画像生成部１１は、原稿をスキャンして実画像データを生成すると共に、上記実画像デ
ータよりもサイズが小さいサムネイル画像データを生成する。また、記憶部としてのＨＤ
Ｄ１２は、上記実画像データと上記サムネイル画像データとを格納する。また、外部通信
部１３は、外部サーバ２０の外部通信部２２や携帯電話３０の外部通信部３３と既述のイ
ーサネットやブルートゥースによって通信を行う。なお、実画像送信時間計算部１４につ
いては、第２実施形態において説明する。
【００４３】
　ジョブ管理部１５は、ＭＦＰ１０の動作全体を制御する。パネル部１６は、原稿をスキ
ャンする場合等において、必要に応じてメッセージを表示する。また、スキャナ制御部１
７は、原稿をスキャンする際、原稿が所定の場所にあるか否か判断を行う。
【００４４】
　一方、外部サーバ２０は、ＨＤＤ２１および外部通信部２２を備えている。また、携帯
電話３０は、表示部３１と、ユーザ入力部３２と、外部通信部３３とを備えている。
【００４５】
　ここで、ＨＤＤ２１は実画像データを格納し得る。また、外部通信部２２は、ＭＦＰ１
０の外部通信部１３および携帯電話３０の外部通信部３３とイーサネットによって通信を
行う。また、外部通信部３３は、ＭＦＰ１０の外部通信部１３および外部サーバ２０の外
部通信部２２と既述のイーサネットやブルートゥースによって通信を行う。
【００４６】
　携帯電話３０の表示部３１は、サムネイル画像データ等のデータを表示する。また、ユ
ーザ入力部３２は、ユーザによる入力を受け付ける。
【００４７】
　図３は、ＭＦＰ１０のジョブ管理部１５による制御のフローを示している。
【００４８】
　次に、図１と図３とを用いて、上記スキャン画像送信システムの動作を、主としてＭＦ
Ｐ１０の動作、特にジョブ管理部１５による制御に着目した観点から説明する。
【００４９】
　この例では、ＭＦＰ１０の外部通信部１３は、図１中の破線矢印（１）で示されるよう
に、ブルートゥースによって、携帯電話３０から原稿をスキャンするようにスキャン指示
を受信する（図３中のステップＳ１）。次に、スキャナ制御部１７は、原稿が所定の場所
にあるか否か判断する（図３中のステップＳ２）。スキャナ制御部１７は、原稿が所定の
場所にないと判断すると（図３中のステップＳ２でＮＯ）、原稿をセットするように指示
する原稿セット指示メッセージをパネル部１６に表示する（図３中のステップＳ３）。一
方、スキャナ制御部１７は、原稿が所定の場所にあると判断すると（図３中のステップＳ
２でＹＥＳ）、図１中の（２）に示すように、スキャンを実行する（図３中のステップＳ
４）。そして、ジョブ管理部１５が第３の制御部として働いて、画像生成部１１に、まず
サムネイル画像データを生成させる（図３中のステップＳ５）。
【００５０】
　次に、ＭＦＰ１０のジョブ管理部１５が第１の制御部として働いて、図１中の破線矢印
（３）で示されるように、ブルートゥースによって、上記サムネイル画像データ、および
外部サーバ２０のＨＤＤ２１における上記実画像データの格納場所を表す関連情報として
ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）を携帯電話３０へ送信す
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る（図３中のステップＳ６）。そして、ジョブ管理部１５の制御により、画像生成部１１
は、実画像データを生成する（図３中のステップＳ７）。その後、ＭＦＰ１０は上記実画
像データをＨＤＤ１２に格納する（図３中のステップＳ８）。
【００５１】
　次に、ＭＦＰ１０のジョブ管理部１５がさらに第１の制御部として働いて、図１中の実
線矢印（４）で示されるように、イーサネットによって、上記実画像データを上記ＨＤＤ
２１における所定の場所へ送信する（図３中のステップＳ９）。そして、この送信が完了
したか否か判断する（図３中のステップＳ１０）。この送信が完了すれば（図３中のステ
ップＳ１０でＹＥＳ）、図１中の実線矢印（５）で示されるように、イーサネットによっ
て、上記実画像データの送信が完了したことを通知する実画像データ送信完了通知を携帯
電話３０へ送信する（図３中のステップＳ１１）。
【００５２】
　図４は、携帯電話３０の動作のフローを示している。
【００５３】
　次に、図１および図４を用いて、上記スキャン画像送信システムの動作を、主として携
帯電話３０の動作に着目した観点から説明する。
【００５４】
　まず、ユーザがＭＦＰ１０へのスキャン指示をユーザ入力部３２によって携帯電話３０
へ入力するものとする（図４中のステップＳ２１）。すると、携帯電話３０は、図１中の
破線矢印（１）で示されるように、ブルートゥースによって、原稿をスキャンするように
スキャン指示をＭＦＰ１０へ送信する（図４中のステップＳ２２）。
【００５５】
　次に、携帯電話３０は、上記サムネイル画像データ、およびＨＤＤ２１における上記実
画像データの格納場所の情報であるＵＲＬを、図１中の破線矢印（３）で示されるように
、ブルートゥースによって、ＭＦＰ１０から受信する（図４中のステップＳ２３）。する
と、上記サムネイル画像データが表示部３１に表示される（図４中のステップＳ２３）。
ユーザは、ユーザ入力部３２によって、このサムネイル画像を選択して、上記サムネイル
画像データに対応する実画像データを添付した電子メールを他の端末４０へ送信するよう
、電子メールの送信の指示および設定を行う（図４中のステップＳ２４）。
【００５６】
　次に、携帯電話３０は、ＭＦＰ１０から、図１中の実線矢印（５）で示されるように、
イーサネットによって、実画像データ送信完了通知を受信しているか判断する（図４中の
ステップＳ２５）。この通知を受信していれば（図４中のステップＳ２５でＹＥＳ）、携
帯電話３０は、図１中の実線矢印（６）で表されるように、外部サーバ２０に対して実画
像データの送信を要求する（図４中のステップＳ２６）。そして、この要求により、携帯
電話３０は、図１中の実線矢印（７）で示されるように、外部サーバ２０より実画像デー
タを受信する（図４中のステップＳ２７）。
【００５７】
　次に、携帯電話３０は、図１中の実線矢印（８）で示されるように、上記電子メールに
上記実画像データを添付して他の端末４０へ送信する（図４中のステップＳ２８）。
【００５８】
　このように、この第１実施形態では、ＭＦＰ１０の画像生成部１１が、原稿をスキャン
して実画像データを生成するとともに、上記実画像データよりもサイズが小さいサムネイ
ル画像データを生成する。そして、このＭＦＰ１０は、ジョブ管理部１５が第１の制御部
として働いて、上記実画像データに対応する上記サムネイル画像データと上記実画像デー
タに関連した関連情報（この例では、外部サーバ２０のＨＤＤ２１における上記実画像デ
ータの格納場所を表すＵＲＬ）とを携帯電話３０へ送信すると共に、上記実画像データを
外部サーバ２０へ送信する。携帯電話３０では、表示部３１に上記サムネイル画像データ
が表示される。したがって、携帯電話３０を持ったユーザは、表示部３１に表示された上
記サムネイル画像データを見て、上記スキャンの結果を素早く確認できる。
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【００５９】
　また、この第１実施形態では、ＭＦＰ１０のＨＤＤ１２には、上記実画像データと上記
サムネイル画像データとが格納される。携帯電話３０を持ったユーザがＨＤＤ１２から上
記実画像データが携帯電話３０へ直接送信されることを望む場合、携帯電話３０からユー
ザ入力部３２を介して、その旨の指示があれば、ＭＦＰ１０は、上記実画像データをＨＤ
Ｄ１２から携帯電話３０へ送信できる。
【００６０】
　また、上記関連情報は、この例では、外部サーバ２０のＨＤＤ２１における上記実画像
データの格納場所を表すＵＲＬである。したがって、携帯電話３０を持ったユーザが外部
サーバ２０から上記実画像データが携帯電話３０へ送信されることを望む場合、携帯電話
３０からユーザ入力部を介してその旨の指示があれば、外部サーバ２０は、上記実画像デ
ータを携帯電話３０へ送信できる。
【００６１】
　このように、携帯電話３０を持ったユーザは、携帯電話３０に送信された上記サムネイ
ル画像データに基づいて、ＨＤＤ１２または外部サーバ２０のどちらか都合のよい方を選
択して、この選択されたＨＤＤ１２または外部サーバ２０から上記実画像データを携帯電
話３０へ送信させることができる。したがって、ユーザのストレスを軽減でき、利便性を
高めることができる。
【００６２】
　なお、この第１実施形態では、ＭＦＰ１０から外部サーバ２０への上記実画像データの
送信中にエラーが発生しても、上記実画像データはＨＤＤ１２に格納される。したがって
、上記エラーが発生しても、上記スキャンをやり直す必要がない。また、上記実画像デー
タは失われることがないので、ＭＦＰ１０の信頼性を高めることができる。
【００６３】
　また、この第１実施形態では、ＭＦＰ１０からＭＦＰ１０内のＨＤＤ１２または外部サ
ーバ２０のＨＤＤ２１への上記実画像データの格納が完了すると、上記実画像データの送
信が完了した旨の通知が携帯電話３０へ送信される。したがって、上記実画像データがＨ
ＤＤ１２または外部サーバ２０のＨＤＤ２１に格納されたかどうかを確認する必要が無く
なる。この結果、さらにユーザの利便性を高めることができる。
【００６４】
　また、この第１実施形態では、ジョブ管理部１５が第３の制御部として働いて、画像生
成部１１は、上記サムネイル画像データを上記実画像データよりも早く生成する。したが
って、上記サムネイル画像データは、上記関連情報とともに、迅速に携帯電話３０へ送信
されうる。この結果、ユーザの待ち時間を減らすことができ、さらにユーザの利便性を高
めることができる。
【００６５】
　また、この第１実施形態のスキャン画像送信システムでは、携帯電話３０は、ユーザ入
力部３２を通して、上記サムネイル画像データを添付した電子メールを他の端末４０へ送
信する旨の指示を受けたとき、外部サーバ２０から、上記サムネイル画像データに対応す
る実画像データを取得して、上記電子メールに上記実画像データを添付して送信するよう
になっている。したがって、ユーザのストレスをさらに軽減でき、さらに利便性を高める
ことができる。
【００６６】
　（第２実施形態）
　図５は、ＭＦＰ１０を備えたスキャン画像送信システムの第２実施形態の概略構成を示
している。また、図６は、この第２実施形態のＭＦＰ１０のジョブ管理部１５による制御
のフローを示している。
【００６７】
　この第２実施形態では、ＭＦＰ１０の図２中に示した実画像送信時間計算部１４が動作
する態様について説明する。実画像送信時間計算部１４は、上記実画像データを携帯電話
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３０へ送信するとき、ＭＦＰ１０から携帯電話３０への実画像データの送信を完了するの
にかかる送信所要時間を計算する。なお、この第２の実施形態において、上記第１の実施
形態と同一の部分および同一のステップには、同一の参照番号を付して、詳細な説明を省
略する。
【００６８】
　次に、図５および図６を用いて、上記スキャン画像送信システムの動作を、主としてＭ
ＦＰ１０の動作、特にジョブ管理部１５による制御に着目した観点から、上記第１の実施
形態と相違する点を説明する。
【００６９】
　この例では、図６中のステップＳ１～Ｓ４の処理（図３中のステップＳ１～Ｓ４の処理
と同じ）の後、画像生成部１１がサムネイル画像データを生成する（図６中のステップＳ
５）。続いて、図５中の（９）に示すように、実画像送信時間計算部１４は、ブルートゥ
ースによってＭＦＰ１０から携帯電話３０へ実画像データの送信を完了するのにかかる送
信所要時間を計算する（図６中のステップＳ３１）。なお、この送信所要時間は、上記実
画像データのサイズやブルートゥースの送信速度等から計算される。
【００７０】
　次に、ＭＦＰ１０のジョブ管理部１５が第１の制御部として働いて、図５中の破線矢印
（３’）で示されるように、ブルートゥースによって、上記サムネイル画像データ、外部
サーバ２０のＨＤＤ２１における上記実画像データの格納場所を表す関連情報としてのＵ
ＲＬ、および上記送信所要時間を外部通信部１３から携帯電話３０へ送信する（図６中の
ステップＳ３２）。
【００７１】
　携帯電話３０が、上記サムネイル画像データと、上記関連情報としての上記ＵＲＬと、
上記送信所要時間とを受信したとき、図７Ａに示すように、携帯電話３０の表示部３１に
は、サムネイル画像データ１０１と、ＵＲＬ１０２と、上記送信所要時間としての実画像
取得時間１０３と、実画像受信選択キー１０４と、サーバへ保管選択キー１０５とが表示
される。
【００７２】
　ここで、実画像受信選択キー１０４は、実画像データをＭＦＰ１０から受信することを
選択するためのものであり、サーバへ保管選択キー１０５は、実画像データをＭＦＰ１０
から外部サーバ２０へ送信して、ＨＤＤ２１に格納することを選択するためのものである
。
【００７３】
　ここで、ユーザは、表示部３１に表示された情報に基づいて、ユーザ入力部３２により
、実画像受信選択キー１０４又はサーバへ保管選択キー１０５を選択できる。すなわち、
携帯電話３０を持ったユーザは、実画像受信選択キー１０４を押下することによって、上
記サムネイル画像データおよび上記送信所要時間に基づいて、上記実画像データをＭＦＰ
１０から携帯電話３０へ送信させるか、または、サーバへ保管選択キー１０５を押下する
ことによって、上記実画像データを外部サーバ２０へ送信させた後に外部サーバ２０から
携帯電話３０へ送信させるかを選択することができる。また、この選択を携帯電話３０か
らＭＦＰ１０へ指示することができる。この例では、図５中の（１０）に示すように、ユ
ーザが実画像受信選択キー１０４を押下したものとする。
【００７４】
　ユーザが実画像受信選択キー１０４を押下したとき、ＭＦＰ１０は、図５中の破線矢印
（１１）で示されるように、ブルートゥースによって、携帯電話３０から実画像データの
送信指示を受け付ける（図６中のステップＳ３３で携帯電話３０へ送信）。このとき、実
画像送信時間計算部１４は、ブルートゥースによる送信が完了するまでの残りの送信所要
時間を計算する。そして、ＭＦＰ１０のジョブ管理部１５が第１の制御部として働いて、
図５中の破線矢印（１２）で示されるブルートゥースによって、ＭＦＰ１０は、携帯電話
３０へ上記実画像データを送信して（図６中のステップＳ３４）、上記残りの送信所要時
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間をリアルタイムで送信する（図６中のステップＳ３５）。
【００７５】
　このとき、図７Ｂに示すように、携帯電話３０の表示部３１には、上記実画像データの
受信が完了するまでの間、実画像受信中の表示１０６および残りの送信所要時間１０７が
表示される。
【００７６】
　したがって、携帯電話３０を持ったユーザは、上記送信が完了するまでの残りの送信所
要時間１０７を知ることができる。したがって、ユーザのストレスをさらに軽減でき、さ
らに利便性を高めることができる。
【００７７】
　なお、図６中のステップＳ３３でユーザがサーバへ保管選択キー１０５を押下したとき
は、図３中のステップＳ９～Ｓ１１に関して説明したのと同じ処理が行われて、最後に携
帯電話３０は、ＭＦＰ１０から実画像データ送信完了通知を受ける（図６中のステップＳ
９～Ｓ１１）。
【００７８】
　（第３実施形態）
　図８は、ＭＦＰ１０を備えたスキャン画像送信システムの第３実施形態の概略構成を示
している。また、図１０は、この第３実施形態のＭＦＰ１０のジョブ管理部１５による制
御のフローを示している。
【００７９】
　この第３実施形態において、上記第１の実施形態と同一の部分および同一のステップに
は、同一の参照番号を付して、詳細な説明を省略する。
【００８０】
　次に、図８および図１０を用いて、上記スキャン画像送信システムの動作を、主として
ＭＦＰ１０の動作、特にジョブ管理部１５による制御に着目した観点から、上記第１の実
施形態と相違する点を説明する。
【００８１】
　この例では、ＭＦＰ１０は、図１０中のステップＳ１～Ｓ９の処理（図３中のステップ
Ｓ１～Ｓ９の処理と同じ）の後、ＭＦＰ１０から実画像データのＨＤＤ２１における所定
の場所への送信が完了したか否か判断する（図１０中のステップＳ１０）。この送信中に
エラーが発生して、送信が失敗すれば（図１０中のステップＳ１０でＮＯ）、ＭＦＰ１０
のジョブ管理部１５が第２の制御部として働いて、図８中の実線矢印（１３）で示される
ように、イーサネットによって、上記実画像データの送信が失敗したことを通知する実画
像データ送信失敗通知、および上記実画像データのＨＤＤ１２における保存場所の情報で
あるＵＲＬを外部通信部１３から携帯電話３０へ送信する（図１０中のステップＳ４１）
。
【００８２】
　このとき、図９に示すように、携帯電話３０の表示部３１には、実画像データ送信失敗
通知、および上記実画像データのＨＤＤ１２における保存場所の情報であるＵＲＬが表示
される。
【００８３】
　したがって、上記エラーが発生しても、携帯電話３０を持ったユーザは、ＨＤＤ１２に
おける上記実画像データを格納する場所についての情報であるＵＲＬに基づいて、上記実
画像データをＨＤＤ１２から携帯電話３０へ送信させることができる。この結果、さらに
ユーザの利便性を高めることができる。
【００８４】
　上記第１実施形態では、携帯電話３０は、外部サーバ２０より実画像データを受信して
、電子メールに上記実画像データを添付して他の端末４０へ送信するが、上記実画像デー
タの格納先である外部サーバ２０のＨＤＤ２１のＵＲＬを電子メールに記載する等により
、他の端末４０が、外部サーバ２０から直接上記実画像データを受信できるようにしても
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【００８５】
　上記第１～第３実施形態では、携帯電話３０から原稿をスキャンするようにスキャン指
示をしているが、これに限らず、ＭＦＰ１０に直接、スキャンを指示してもよい。
【００８６】
　上記第１～第３実施形態では、外部サーバ２０を使用しているが、これに限らず、デー
タを格納でき、通信可能なものであってもよい。
【００８７】
　上記第１～第３実施形態では、携帯電話３０を使用しているが、これに限らず、ＰＣや
ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ）など表示部およびユーザ
入力部を有し、通信可能な他の端末であってもよい。
【００８８】
　上記第１～第３実施形態では、通信手段としてブルートゥースやイーサネットを使用し
ているが、これに限らず、たとえばインターネット、公衆無線通信網、無線ＬＡＮ、など
の一般的な近距離無線通信や他の通信手段であってもよい。
【符号の説明】
【００８９】
１０…ＭＦＰ
１１…画像生成部
１２…ＨＤＤ
１３…外部通信部
１４…実画像送信時間計算部
１５…ジョブ管理部
２０…外部サーバ
２１…ＨＤＤ
３０…携帯電話
３１…表示部
３２…ユーザ入力部
４０…他の端末
１０１…サムネイル画像データ
１０２…ＵＲＬ
１０３…送信所要時間
１０４…実画像受信選択キー
１０７…残りの送信所要時間
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【図８】
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